







“KANKOU RIKKOKU NO BEN” by Konosuke MATSUSHITA
～A Pioneering Essay on the Inbound Tourism in Japan～
Katsunori ANTOKU
（Specially Appointed Professor, Nagasaki International University）
Abstract
In １９５１, Konosuke MATSUSHITA, the founder of Panasonic Corporation, visited the U.S.A. 
to explore the possibility of exporting domestic products for the post-war reconstruction of Japan.　
While inspecting various factories in the U.S.A, however, he soon realized that the mission was not 
so easy to accomplish.　Instead, he discovered the feasibility of the inbound tourism to boost the 
Japanese economy.　He was quite confident that the unique beauty of the natural scenery in Japan 
would attract international tourists without fail.　In １９５４, he contributed a paper entitled“Post-
war Reconstruction of Japan by the Inbound Tourism”to a popular monthly magazine.　In the 
paper, he suggested creating a new government office to supervise the tourism, and that its senior 
minister should be at the same level as the Deputy prime minister.　Furthermore, he inspired the 
reformation of a few government-run universities into the educational institutions for training 
professional tour conductors.　Considering the number of foreign visitors to Japan in １９５４ was 
just below ５０,０００, I cannot help being surprised by his foresight.
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所（現 株式会社 PHP 研究所）を設立してい
たが、「物心両面の繁栄により、平和と幸福
を実現していく」という PHP の理念と観光
には相通じるものがあると考えた。
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　「観光の伝道師」の本領が発揮されたのは、
翌昭和２８年（１９５３）９月２７日、大阪で行われた
新政治経済研究会の一周年記念講演会であった。
新政治経済研究会は、幸之助が東西の財界人・
知識人に呼びかけて組織した親睦団体で、民主
主義の研究と普及を目指していた。当日行われ
た模擬内閣一日大臣所信表明演説会では、十名
以上の知名士が教養大臣、公安大臣、婦人大臣、
政党大臣などとして各自１０分間の演説を行った。
幸之助も観光大臣として登壇して「観光立国」
の持論を披露している。このなかで幸之助は、
日本の景観はハワイの景観よりも格段に上であ
ると言い切っているのだが、このあたりは米国
視察旅行でハワイに３泊した経験が裏打ちされ
ているものと思われる。この演説は幸之助が翌
年発表した「観光立国の辨」の下書きともとれ
るものであった。ここで機関紙「新政経ニュー
ス」に掲載された幸之助の演説要旨を以下に紹
介する。
　「繁栄を招き、平和で幸福な生活を営むため
には、あらゆる観点から国の資源をもっとも適
切に活かさねばなりません。わが国で、その最
たるものは、天与の景観の美であります。ハワ
イのホノルル、ワイキキの浜も世界に名高い風
光でありますが、日本の景観美の比ではありま
せん。ことに持てる者が持たざる者に与えると
いう相互扶助の理念から考えますとき、瀬戸内
海をはじめ津々浦々の美は決して日本人のみが
私にすべきものではないと思うのです。これを
世界に広め、そこから自然に生れる収益をわが
国産〔ママ〕等に投入して活用する処に、観光
事業の真使命もあろうかと考えます。観光を国
の基礎事業とし年々一千億円を自然に施設に注
いでも、恐らく十年を待たず、毎年二十億ドル
（七千億円）の収益は予想されます。これが天
与の景観の活用次第で立派に実現するわけで、
また必ず成し得ると考えるのであります。」幸
之助は、演説の最後を「夢で終わらせてはなら
ないと思います」と締めくくっている。
第五章　「観光立国の辨」
　いよいよ本稿の主題である「観光立国の辨」
に入る。「石炭掘るよりもホテル一つを」とい
う副題がついている。
　本章では、「観光立国の辨」で幸之助が提起
したスケールの大きな観光論を私なりに項目ご
と分かりやすく組み立てなおして紹介する。な
お本稿の冒頭、國場社長が「観光は輸出産業で
ある」と話されたことを紹介したが、幸之助も
「ドルを獲得するというという点から見たなら
ば、観光もまた広い意味での立派な貿易である
と言えます。」と述べている。
１．まず、幸之助の思想が色濃く反映されてい
る文章を二つ抜き出して紹介する。
①「こんな美しい景観の美を、日本人は今まで
自国のみで独り占めしていたのです。考えて
見れば、もったいない話です。」「観光とは
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『文藝春秋』誌に掲載された「観光立国の辨」
写真提供：株式会社 PHP 研究所
（中略）決して単なる見世物商売ではなく、
それは、持てる者が持たざる者に与えるとい
う崇高な博愛精神に基づくべきものだと信じ
ています。」つまり、観光とは、世界に冠た
る景観という資産を持っている日本が、それ
を持っていない外国人に分け与えることであ
るというのが幸之助の基本思想なのである。
②「戦時中、あれだけひどい爆撃を受けました
が、アメリカは奈良を破壊しませんでしたし、
京都も爆撃しませんでした。（中略）わが国
も、観光立国によって全土が美化され、文化
施設が完備されたならば、その文化性も高ま
り中立性も高まって、奈良が残され、京都が
残されたように、諸外国も日本を、平和の楽
土としてこれを盛り立ててゆくことでしょう。
これほど大きな平和方策は他にありますまい。」
世界各地で戦争勃発の危険性が高まっている
今日、この幸之助の考え方には首をかしげる
読者が多いことと思われる。しかし、わが国
がこのまま世界の軍拡化の潮流に翻弄されて
いかないためにも、私たちはもう一度この幸
之助の言葉を真剣に考えてみる必要があるの
ではないだろうか。
２．幸之助は、観光が最上の平和方策であるだ
けでなく、他にも多くのメリットがあると指
摘する。
①「いわゆる物品の輸出貿易は、日本のなけな
しの資源を出すのですが、富士山や瀬戸内海
はいくら見ても減らないのです。運賃も要ら
なければ、荷造り箱も要りません。（中略）
こんなうまい商売はちょっと他にはないと思
います。」
このあたりは、まさにビジネスマン幸之助
の面目躍如といったところである。
②「日本人の視野が国際的に広くなるというこ
とです。観光客の中には学者もあれば実業家
もあります。技師もいれば芸術家もいます。
これらの人びとに接するだけでも、お互いに
啓蒙もされ、刺激もされます。（中略）何も
こちらから高い金を出して出かける必要はあ
りません。（中略）こうしたことから、日本
人のいわゆる島国根性も漸改まり、広い視野
を持った国際人として活躍できるようになれ
ば、その利益は金では買えないのです。」
③「（観光立国には）ホテルだけではいけませ
ん。道路をはじめとして、いろいろの観光施
設が要ります。（中略）ホテルは日本人でも
利用できますし、道路も観光用だけでなく、
同時に立派な産業道路にもなります。」
④「私がハワイに行っておどろいたことは、（中
略）観光客の落とす金で、街は見事に舗装さ
れ、人びとはのんびり豊かに暮らしていまし
た。」
⑤「観光施設が充実し、観光客もどんどん来る
ようになれば、これに関連する新しい産業も
次々に生まれてきます。土産物も、もっと高
級なものが作られるでしょうし、食べ物の研
究も盛んになります。」
⑥「（観光立国で）儲けた利益を、他の産業に
投資すれば、日本全体の産業活動が活発になっ
て、工業立国の面からも二重の利益が上げら
れるのです」
３．幸之助は、観光立国を実現するためには
「毎年百万人の人間を日本に来させばよいこ
とになります。」と述べ、それが可能である
根拠を上げている。ちなみに「観光立国の辨」
が発表された昭和２９年（１９５４）の外国人入国
者数は、当時はまだ戦時復興の途上であった
こともあり、法務省出入国管理統計によれば
僅か４７,４３５人である。
①「現在の世界の人口約二十四億。日本人と未
開の地の人を除いて二十億。このうち百分の
一を対象とします。つまり二千万人の人に、
一生に一度でよいから日本に来たいと念願さ
せるのです。しかし日本に来るには、ある程
度生活の余裕も要ります。ですから大体四十
歳から六十歳の間に来るものとして、その間
約２０年。二十年間に二千万人とすれば、一年
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に百万人。」
②「高野山でも、参詣・遊覧を含めて年間百万
人の人が来るそうです。運輸省の調べによれ
ば、今日ほど交通機関の発達していなかった
昭和十一年ですら、八万人もの外国人が日本
にやってきているのですから、百万人と言っ
ても、そう驚くことはないと思うのです。」
③「フジヤマだけが日本の景観ではありません。
山、谷、川、海、これが皆、美景で、日本に
来る外国人は例外なくその美しさを讃えてい
ます。（中略）自然の美しさでは、日本の地
位は、一，二位ではあっても、決して、三位
とは下るまいと感じたほどです。」
④「日本は東洋のはて、絶海の孤島にあります。
日本が欧米から遠いということは、決してマ
イナスではなく、むしろプラスだと思います。
つまり、総じて遠くに魅力を感じるのが人間
の心理だからです。（中略）今は、ロサンゼ
ルスから東京まで一昼夜、ロンドンからでも
二昼夜ほどで来られます。汽車で東京から鹿
児島へ行くほどもかからないのです。」
⑤「西洋人は日本人と違って大いに働くと同時
に、大いに遊んで人生をエンジョイすること
を生活信条と考えています。しかも旅行好き
で、おまけにいつも二人連れで出かける習慣
があります。ですからこれらの西洋人を日本
に招く体制さえつくれば、彼らは喜んでやっ
てきますし、日本こそわれらの天国だと大い
に讃えるでしょう。」
　そして幸之助は、前年度でも外国人観光客が
一人平均八百ドル消費しているという運輸省観
光部の統計を引用し、百万人×八百ドル、つま
り年間八億ドル（約二千八百億円）もの金が日
本に落ちるではないかと訴えかけているのであ
る。
　厳密に言えば論理の飛躍や根拠の乏しい仮説
も見られるが、訪日客が年間５万人弱でしかな
かった当時の状況下、私は幸之助以外には誰も
このような迫力満点の将来ビジョンを描くこと
は出来なかったのではないかと考えている。た
だし、年間観光収入の予測額については、前年
の一日観光大臣所信表明演説で公約（？）した
二十億ドルから八億ドルに下方修正されている。
以前このことを長崎国際大学の学生に指摘され、
一瞬虚を突かれてしまったが、「これは幸之助
の夢が萎んだのではなく、夢がより現実的なも
のに進化したのであろう」と答えて難を逃れた
のであった。
４．一方、幸之助は、「これだけの金（年間八
億ドル）を儲けるには、それ相応のもとでが
要ります」として以下のような施策を提案し
ている。
①「先ず何と言っても、良いホテルが必要で、
現在あるホテルは別として、年間五十万組の
客を迎えるためには、ダブルの部屋が、もう
二万室もあればよいと思います。」
②「道路を始めとして、いろいろの観光施設が
要ります。こうした民間がやれない施設に関
しては、政府が自らこれに当たらねばなりま
せん。少なくともここ十年間、年間二百億円
の支出が欲しいのです。来年度の予算を見ま
すと、（中略）そう困難なことではあります
まい。」
③「どうしても専門の役所を設けなくてはなり
ません。行政機構を整理するだけではなく、
必要な場合には拡張も必要です。この際、思
い切って観光省を新設し、観光大臣を任命し
て、この大臣を総理、副総理に次ぐ重要ポス
トに置けばいいと思います。そして、国民に
観光に対する強い自覚を促すとともに、各国
に観光大使を送って、大いに宣伝啓蒙もした
いと思います。」やはり幸之助も政治を動か
さなければ大きな潮流を生み出すことは困難
であると考えていたようである。約４０年後の
平成２０年（２００８）、ようやく国土交通省の外
局として観光庁が設置されたが、観光省（大
臣）の実現にはまだ至っていない。
④「数えきれないほどたくさんある国立大学の
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うち、そのいくつかを観光大学に切り替えて、
観光学かサービス学を教えることによって、
専門の優秀なガイドも要請したいものです。」
　そして幸之助は、結びに代えて以下の読者へ
のメッセージで「観光立国の辨」を終えている。
　「お互いにこの際、もっと伸び伸びと日本の
在り方を考えて行きたいものだと思います。そ
うすれば日本の繁栄は大いに期待できると信じ
ます。私が観光立国論を提唱するのも、ここに
起因するわけです。」
第六章　美しい日本への決意を 
　　―　結びに代えて
　幸之助は「観光立国の辨」のなかで、わが国
の景観のすばらしさを称揚しながらも、同時に
その景観が失われつつあるという危機感を訴え
ていた。
　「せっかくの日本の景観も、これが保護され
助長されるよりも、かえって心なき人々によっ
てこれらの景観を損なう不調和な建物や施設が
建てられていくという現状で、（中略）私はこ
うした観光に対する考え方や認識の不足を大い
に嘆きたいのです。」
　しかし、昭和３７年（１９６２）には産業立地条件
の優劣によってその地方の開発発展の中核とな
る新産業都市を認定するという新産業都市建設
促進法が制定され、幸之助が抱いていた危機感
は顕在化していく。過熱した工場建設ラッシュ
は、景観の破壊だけでなく、工場排水による水
質汚染、工場建設のための河川の埋め立て、樹
木の伐採などで地域住民の生活への悪影響、い
わゆる公害問題が各地に広がっていったのであ
る。これを憂えた幸之助は、昭和４６年（１９７１）
に月刊誌『PHP』誌上で「美しい日本への決意
を」という国民向けメッセージを発表し、景観
の破壊と公害問題の深刻さを厳しく告発してい
る。そのなかで、幸之助は瀬戸内海を事例とし
てとりあげている。幸之助は、「もし人間が新
たに瀬戸内海の美しい景観を造り出そうとすれ
ば、どのくらいの資金がかかるであろうか」と
問いかけ、何百兆円、何千兆円という莫大な費
用を投入しなければならず、何百年もの年月が
かかる、あるいは人間の力ではとうていつくり
えないのではないかと語りかけている。幸之助
は「まさに瀬戸内海は日本人、ひいては人類共
通の大きな資産であり、天与の尊い宝物だとい
うことが出来る」と断じ、たとえ瀬戸内海地方
の気候や交通の便が工場立地に適しているとし
ても、そのためにこの貴重な自然の恵みを棄損
させてはならないと訴えているのである。
　今日、瀬戸内海ではアートを活用した地域振
興が進められている。三年ごとに開催される瀬
戸内国際芸術祭（瀬戸芸）では、国内外のアー
ティストが瀬戸内海の島々に根付く文化や歴史
をもとに作品を制作・発表しており、鑑賞のた
めに訪れる観光客数も１００万人規模に達している。
　そして没後１３年の平成２４年（２０１２）、幸之助
は「日本の景観資源を活用し、観光立国をめざ
すことこそ重要施策との提言を今を去る五十余
年前に行い、後の日本の観光振興に大きく貢献
した（観光庁発表功績概要）」として、観光庁
長官表彰を受け、孫である松下正幸パナソニッ
ク副会長（当時）が表彰状を受け取っている。
　今日、従来型の公害被害は徐々に減少しつつ
あるようであるが、かわって観光公害という新
しい問題が生れてきている。また幸之助がしば
しば取り上げている瀬戸内海についても、排水
基準の厳格化により海水の透明度が増した半面、
海水中のプランクトンの生育が抑えられて漁業
に深刻な影響がみられているという報道もある。
わが国の豊かで美しい海や景観をどのように守
り育てて次世代に引き継いでいくか。これから
は我々一人一人が、「松下幸之助だったらどう
したであろうか？」と自問しながら、解決の途
を探っていかなければならない。その道しるべ
として、本稿で紹介した幸之助の著作を一人で
30
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も多くの人々に読んでいただければ幸いである。
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